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んだが、それらは国際的移民というよりは「内部移民」とみなされた(Kashiwazaki & Akaha, 
2006)。一方で 19世紀後半から 1950年代に至るまでは移民の送り出しが政府推奨で行われ、
ハワイや南米に多数の移民を送り出した。特にブラジルは当時日本人の最多移民受け入れ


























表 1 外国人登録者数の推移（全国及び群馬県） 























図 1-1 外国人登録者数と人口比率の推移 





図 1-2  外国人登録者数と人口比率の推移： 
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3  2013年末の統計によると、外国人総数約 206万人中、アジア系は約 168万人と 80%を占める。次が南米
系で約 24万人、12%となっているが、彼らの大半は日系人であり、外見的に不可視のマイノリティである
ことが多い。 
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生徒を対象とすることを前提として、教育活動を行ってきた。 
 




























































飯田市（長野）が初期加盟都市 13都市であったが、現在は 25都市が加盟する。 
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表２ 都道府県・市区町村における施策 
支援内容 都道府県数 市区町村数 
1. 担当教員（常勤）の配置 22 91 
2. 児童の母語を話せる支援員の派遣 11 338 
3. 日本語指導の支援員 10 334 
4. 2,4以外の支援員等の派遣 2 94 
5. 担当教員の研修 24 124 
6．支援員の研修 13 134 
7．学級担任も含めた研修 14 58 
8．関係機関と連携した協議会等の開催 10 74 
9．拠点校・支援センターの設置 5 72 
10．日本語を指導する教室の設置 3 155 
11．就学・教育相談窓口の設置 8 258 
12．就学ガイドブック作成・配布 11 103 
13．外国人児童生徒保護者に対する修学案内 7 257 
14．域内の子どもの週が区状況調査 6 133 
15．就学前の保護者への就学ガイダンス 1 104 
16．就学前の子供を対象としたプレクラス 1 38 




















































































4.1 大泉町の全貌  
 大泉町は群馬県東部に位置し、面積 17.93km と群馬県で一番小さな自治体である。1990
年の入管法改正以来、日系南米人（主にブラジル人）の就労目的の流入により、大泉町の
総人口は急増し、1991 年には 4 万人を超えた。入管法改正前年の 1989 年には 1.6%だった
外国人比率は、わずか 7 年後の 1996 年に全人口の 10%を超える。リーマンショックの影響
で、僅かな増減はありつつも、外国人比率はこの 10 年ほどは外国人比率は 15%前後で推移
しており、2016年 12月の段階では 17.3%となっている（群馬県市町村別住民基本台帳人口）。 
 大泉町と隣接する太田市には、電気機器及び自動車の組み立て工場があり、これらを中
心とする金属機器やプラスチック加工などを扱う工業集積地帯をなしている。このような










































に無条件で就学を認め、町内 2 つの小学校と 1 つの中学校に日本語学級を設置し、ポルト
ガル語の出来る指導助手を配置した。これらの対応は大変迅速に行われ、2 年後の 1992 年
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Abstract 
The Education of Immigrant Children in Japanese Public Schools: 
Challenges and Strategies 
Ai Takeuchi 
This paper explores the response of government (both national and local) and 
non-governmental organizations to the growing population of foreign-born “newcomer” 
children in Japanese public schools. It specifically focuses on the small town of Oizumi 
in Gunma Prefecture, which has Japan’s highest concentration of Nikkei Brazilians 
(Japanese descendants born and raised in Brazil). In response to an influx of Nikkei 
Brazilian workers in the area, the public schools have created special classes for Nikkei 
children, hired full-time interpreters for both children and their parents and provided 
preschool programs. The paper highlights the dilemma faced by Japanese public schools, 
which traditionally values uniformity and egalitarianism but now are forced to provide a 
tailor-made support system for immigrant children.      
 
 
